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   図 2 頸部の MRA（正常例） 

 
軟骨や筋肉、靭帯などの軟部組織は、

一般的に X 線で評価できないため、腰

椎椎間板ヘルニアや靱帯損傷、肉離れ、

骨軟部腫瘍など、骨以外の運動器の異

常の評価に有用であります。また、骨

の影響による画像の損傷が少ないた

め、骨で囲まれた下垂体や脳底の病変

など CT が苦手とする部分の断面画像

は、MRI が描出に優れています。近年

では、技術の進歩により心筋梗塞後の

心筋損傷の評価に利用されています。 
 
放射線被ばくもなく、Ｘ線が苦手と

する領域を得意とする MRI にも欠点

があります。一般的に▼CT と比較し

て検査時間がとても長い。▼装置が狭

いため閉所恐怖症患者や小児に強い

恐怖心を抱かせる。▼装置の発する騒

音（電磁石コイルに電流が流れる時コ

イルがきしむ音）が大きいなどです。 
また、自動車を持ち上げるほどの強

力な磁場が人体に与える影響につい

ては、未知の部分があるため妊婦（胎

児）に対してのMRI検査の安全性は、

まだ完全に確立されていません。 
 
さらに、MRI は、放射線によるリス

クを考えなくてよい反面、強磁場に対

する注意を怠ってはなりません。▼心

臓ペースメーカーやその他磁気に反

応する金属が体内にあると、検査を受

けられない場合がある。▼カラーコン

タクトレンズや入れ墨、マスカラ、ア

イライン等の化粧品の中には鉄を含

む成分を含有していることがあり、こ

の成分が熱を持ち熱傷を引き起こす

ことがある。▼ヘアピン、イヤリング、

指輪、入れ歯、眼鏡、などの装身具・

金属製品は取り外す必要があるなど、

これら金属は画像を乱し撮像に障害

をきたすほか、装置に吸引される危険

があります。 
 
 
放射線科の放射線を使う検査、放射

線を使わない MRI 検査、それぞれに

は得意とする分野、苦手とする分野が

あります。臨床の医師たちは病気の場

所、種類、症状などにより最も適した

検査を選択し、疾患の診断に役立てて

いるのです。私たち放射線技師は放射

線科医師と協力しながら、装置の性能

を最大限に生かした最良な画像を提

供し、より良い画像診断が行えるよう

取り組んでいます。 


